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1：はじめに

2014年広島：i；：者総災饗は、騒然環境を無捜した擁発により発生した典

懇約な押開発災饗月であった。同様な災害はこれまでにも起こっているだ

けでなく、今後、地球選を鵜環壊の“議費量イピ’によって綴発化、大捜！｛とする

ことが予総される。その対策を進めるために、この災犠の発生饗庭誌や経過

を綾討することが求められる。

絃講義：1きむi幻鱗地方は年間降提言葉まが小さい。それが影響して、妻賢母i，こ詩語
録する水.:f二者災警に対する鮒姓が自然にも人の校会iこも乏しいお一方、

この地方には、花樹務の深趨風化による？号、が発達しているc そこで季語に

激しい豪雨が降るとill；地斜産誌で鰯擦がおこり、土石流が発投するのそもそ

も今鰐の被災地は、地質時代〈数 10万年前）から繰わ返された土石械の

流下によって遊られた土石流溺状地である。 2014年広島災警の最大の閣

議点i土、このような地質灘療のところに絞んでいるのだということの社会

的認識状説にあることは、すでiこ多くの人々が議じている（たとえば藤鰐

2015，地部 2015）。

この務鐙に関係する人文的、社会的諸事項を今後の言薦議課題は多いが、

以下で拭今後の被災的地域計簡に資するためという観点から焦点を絞号、

今留め土省流とその被災の場所による多犠牲が、自然自主J薮接鑓発生環境条

件、とくに地賓の場所による盤いに関係することを述べるe

2：こと省統と被害5の多様性と場所による特徴

2014年広島災護軍の発生当初、マスコミ報道では“土砂災議開という記述

がなされた。もっとも被容が綴箸であった八木一締井で、詑調畿の風化産

物であるマサが流れ広がったことによるのであろうα たしかに土砂は流さ
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れ、あるいは埋まれば人は死ぬ。しかし、今西の場合、家麓を吹き飛ばし、

人命を奪ったのは土石流の先頭を流下した岩塊であった（越智 2015、地

理 2015）。それらの多くは花備崇であったが、今随は、霊E礎で害jれ難いと

されてきたホルンフェルスからも土石流がでた。土石流被害では、 lmの

違いが生死を分けるが、その抱に、岩塊、中・小サイズの藤、砂、泥など

の含有比率の場所に違いが被害の様相、複i自の容易さに大きく影響する。

挺を含む水に欝されても被害はでるが、人命に関わったことはほとんどな

かった。この状況誌、地形との関係に支配され、 1軒サイズの織かい場所

毎に異なることを注呂する必要がある。

3：場所による多様性を踏まえた今後の災害ヲスク対策

上認の教訴を踏まえ、一般化して、今後の同様な災害や詔本の今後の務

災問題に欝する社会環境問題を考える。饗するに神領君。”の認識が麓要だ

ということが“一般的押認識とならねばならない。個別の地域の自然環境、

とくに地理・地質特性をしっかり担握することが重要である。“この地方は

マサの発途端帯だから危検だ”という認識を持つのは患いが、それだけで

は、たとえば砂防謀議の殻鏡場所の問題一つの検討にも、具体的には役立

たない。これまでのハザードマップや危険地域指定などの枠をこえた糖度

で把握することが、災害の社会的対策、今後の防災的地域計磁を具体的に

検討するために必要であることを指摘したい。

災害の起こ9方は持系列的にまた場所により多嫌であることは、今後必

要な対策も多様でなければならないことを教える。一般に、土木工学的な

計算は仮定の上に成り立つ。そのことを絡まえて、千木東（2015）は fあ

まりに情報に頼り過ぎず、身の掴りの大地の成型立ちを皇く知って心構え

をつくることが大切であるJと述べた。これは住民に対するアドバイスで

あると息われるが正しい。さらに、£構えに止まらず、地域の絡部を知る

住民みずからが、〈行政の協カのもとに、）儲別の地区毎に、ハザードマッ

プを作成・検討し、対策を練ることが、今後の減災的地域計画・建設のた

めにはもっとも有効であることを強調したい。

4 : I坊災工事による災害リスク形成

ここで一つ付言する。務災工事は、多く大きければよいというものでは
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ない。生命を守ることを第一義とするためとは替え、自然を改変すれft"磁

作用聞は必ずある。景観環境を懇くすることは普通である。それだけでな

く将来の災害の禦濁のーっともなりうることを知らねばならぬ。当密の防

災要求とそのための行為｛勝災工事など〉は、しばしば蒋来の災害諜境リ

スクを拡大する。たとえば各種ダムについてもこれは雷える。 2014年の災

害に際しでも、有効に儀いたケ…スもある一方、天端部が土石読によ号ふ

きとばされ、流されて下流の住居にあたってこれを破壊したケ…スがある。

場所の選定はもっとも大事である。

5：現代の災害環境無視要弱

以下、地域の自然的条件・環境無模の期発問鱒一般の根践にあるもの、

あるいは脊来を検討する。

今日までの工学は、防災に関する工学を含め、自然や人工物を 50年以

下の短期的iこしか見ないという量大な欠陥を持っていた。すべての事物は、

いつかは老化し消滅する。このことの認識、患覚は、日本では古くからあ

った。それが、いわゆる機械文明の発達、経務発展第一主義の聾廷に伴っ

て失われてきたが、“高齢化”問題も関保して、最近では、多くの人々が物

事の時間的変化安意識しているだろう。それでは、自然の営みや社会を時

系列的に観るようになったかというと、実態はその反対であろう。とくに

近年、むしろ斜那的にしか観ることができない人々が増えていると言われ

る。当磁の生活iこ追われるからに違いない。そこに（自然の一部である｝

人務としての生存本能に根ざすバイアス、たとえば蕊常バイアスやアイン

シュテルング心理効果が鋤く。災害環境などに関心が向かないのは不思議

ではないだろう。

とくに、地質環境無視がとくに著しいのは今の日本留の特震である。こ

れには、従来から｛戦後？〉の大学の土木・様発関係工学（それに多くの地

球物理学）教脊における地質学の無視に加えて、近年の高校における地学

教育の壊滅が致命的影響を及ぼしている。社会科学分野では、地質環境無

携は間期として意識されたこともないと言って奮い過ぎだろうか。地質を

知らないということは、分子よりも上の階麗の生物以外の告然を知らない

ということである。その詰覚、認識が宮本社会にはない。地域熊発計画の
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専門家たちでさえ、人工物や基礎地盤の劣化を研究対象とするようになっ

たのは、コンクヲート構造物の劣化が枕会問題となった（小林1999）、こ

の20年来のことである。

2014年の広島における土石流災害の発生に欝しても、技締約荷題や、そ

れに関する積離などについてだけでなく、このような視点から検討され、

今後の滅災的地域計額のために生かされることを期待する。

6：終わりに

最近まで、環境問題は災害・妨災熊題と切り離して論じられてきた。こ

れは日本での学会の特数である。しかし、災害が起これば環境は劇的に被

接される。今、原発災害によっても、自然的な震接怒の発現によっても、

文化的生活績境が列島規模で央われるPスクがある。

一時、無駄な公共事事業が抑観されたが、都市開発、高居建築、トンネ

ル、橋梁、道路、ダムなどの建設が、アベノミクスの下で全面的に復活し

ている。発展した技術を駆使した巨大な工事が進められている。（そのもっ

とも顕著な例が東京でのオリンピック開催地積発とリニア新幹線建設で

ある。）想定外（とは言えない）窓大災害の発生を危慎している者は、従来

の地域鱗発に好意的、積極的であった地質家にも少なくない。

このような重大な時点で、災害関題が環境学会の発表会のセッションに

含められたことは喜ばしい。
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